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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第38期
第１四半期
累計(会計)期間

第37期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 2,917,182 11,268,735

経常利益 (千円) 565,484 2,170,165

四半期(当期)純利益 (千円) 339,463 1,288,560

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─

資本金 (千円) 1,277,498 1,277,498

発行済株式総数 (株) 63,114 63,114

純資産額 (千円) 6,475,285 6,603,982

総資産額 (千円) 7,349,982 7,787,456

１株当たり純資産額 (円) 103,542.28 104,445.56

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 5,403.92 20,459.51

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 5,401.97 20,398.79

１株当たり配当額 (円) ─ 8,000

自己資本比率 (％) 87.9 84.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 221,646 1,269,740

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △106,854 △544,640

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △494,262 △366,704

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,980,457 3,359,927

従業員数 (名) 45 40

(注) 1. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

2. 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社が存在しないため記載しておりません。

3. 従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営んでいる事業内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当社は関係会社を有していないため、該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 45(8)

(注) 1. 従業員数は、就業人員であります。

2. 従業員数欄の(　)は、当第１四半期会計期間の臨時雇用人員であり、外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績を用途品目別に示すと、次のとおりであります。
　

用途品目別の名称 金額(千円)

プリント基板・半導体搭載基板用 1,156,301

コネクタ・マイクロスイッチ用 711,120

リードフレーム用 776,873

その他 14,791

合計 2,659,086

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期会計期間における受注実績を用途品目別に示すと、次のとおりであります。
　

用途品目別の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

プリント基板・半導体搭載基板用 1,128,532 200,432

コネクタ・マイクロスイッチ用 736,693 54,713

リードフレーム用 784,947 56,221

その他 224,825 376

合計 2,874,999 311,744

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績を用途品目別に示すと、次のとおりであります。
　

用途品目別の名称 金額(千円)

プリント基板・半導体搭載基板用 1,174,077

コネクタ・マイクロスイッチ用 730,923

リードフレーム用 785,623

その他 226,557

合計 2,917,182

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれて下りません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第１四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

兼松株式会社 416,890 14.3

３　当第１四半期会計期間における主要な輸出先及び輸出販売高及び割合は、次のとおりであります。

　　なお、（　　）内は総販売実績に対する輸出高の割合であります。

輸出先

当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年６月30日)

金額(千円) 割合(％)

韓国 131,445 13.3

台湾 139,421 14.0

シンガポール・マレーシア 36,660 3.7

中国 496,884 50.0

その他の地域 188,812 19.0

合計
993,224 100.0

(34.0%)

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(１)　経営成績の分析

当第１四半期業績の概況は以下の通りであります。

電子部品業界におきましては、パソコン、携帯電話、さらには薄型テレビなどのデジタル家電製品に

おいて需要が鈍化してきており、厳しい事業環境になりつつあります。

　当社におきましては、パソコン向けＭＰＵ、ＤＲＡＭ、ＮＡＮＤ Ｆｌａｓｈ用などのパッケージ基板

向けめっき薬品の需要は堅調に推移しました。携帯電話、デジタルカメラ、薄型テレビ用のマザーボー

ド、フレキシブル基板、コネクタ向けめっき薬品については、国内、海外市場とも鈍化傾向にありました

が、中国市場において北京オリンピックを控えた前倒し注文により需要が大きく増加しました。

　その結果、売上高は2,917,182千円、営業利益は542,396千円、経常利益は565,484千円、第1四半期純利

益は339,463千円となりました。

売上高の用途品目別内訳は、プリント基板・半導体搭載基板用1,174,077千円、コネクタ・マイクロ

スイッチ用730,923千円、リードフレーム用785,623千円、その他226,557千円であります。

　

(２)　財政状況の分析

当第１四半期末の総資産額は7,349,982千円となり、前期末比437,473千円の減少となりました。

　流動資産の残高は5,216,447千円となり、前期末比519,375千円の減少となりました。これは主に現金

及び預金の減少379,470千円、売上債権が61,044千円減少したこと等によるものであります。

固定資産の残高は2,133,534千円となり、前期末比81,901千円の増加となりました。これは主に投資

有価証券の取得54,850千円及び有形固定資産21,736千円の取得によるものであります。

当第１四半期末の負債総額は874,696千円となり、前期末比308,776千円の減少となりました。

流動負債の残高は750,916千円となり、前期末比315,114千円減少しました。主な内容としましては未

払法人税等が納税により283,272千円減少したことによるものであります。

固定負債の残高は123,780千円となり、前期末比6,337千円増加しました。

当第１四半期末における純資産は6,475,285千円となり、前期末比128,696千円減少しました。当第１

四半期純利益の計上及び配当金の支払等によって利益剰余金は87,007千円増加しましたが、自己株式

241,806千円の取得による減少要因によるものであります。

　

(３)　キャッシュ・フローの分析

当第１四半期における現金同等物は2,980,457千円と前期末比379,470千円の減少となりました。

営業活動により得られた資金は税引前第１四半期純利益565,484千円、売上債権の減少61,044千円、

たな卸資産の減少41,961千円等による増加要因に対し、法人税等の支払471,250千円等による減少要因

により221,646千円となりました。

投資活動に使用した資金は有形固定資産の取得46,618千円及び投資有価証券の取得54,850千円等に

より106,854千円となりました。

財務活動に使用した資金は配当金の支払252,456千円と自己株式の取得241,806千円等で494,262千

円となりました。

　

(４)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(５)　研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は54,455千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

(ａ) 重要な設備の新設等

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設等について重要な

変更はありません。なお、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等はありま

せん。

　

(ｂ) 重要な設備の除却等

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 246,400

計 246,400

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,114 63,114
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

計 63,114 63,114 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

旧商法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。

① 平成15年６月27日定時株主総会特別決議

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数 12個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 48株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり 　170,932円

新株予約権の行使期間 平成17年７月１日から平成25年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　170,932円
１株当たり資本組入額　 85,466円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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② 平成17年６月24日定時株主総会特別決議

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数 224個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 448株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　329,343円

新株予約権の行使期間 平成19年７月１日から平成27年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　329,343円
１株当たり資本組入額　164,672円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　

会社法に基づき発行した新株予約権は次のとおりであります。

③ 平成19年６月22日定時株主総会特別決議

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数 227個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 227株

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり　488,000円

新株予約権の行使期間 平成21年７月３日から平成24年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

１株当たり発行価格　　488,000円
１株当たり資本組入額　244,000円

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当を受けた者が当社の取締役、監査役
または使用人たる地位にあることを要すが、任期満了
による退任、定年退職その他正当な理由のある場合は
この限りではない。但し、その権利行使はその地位を喪
失した後１年間とする。

新株予約権の譲渡に関する事項

新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
ただし、当社と新株予約権者との間で締結する契約に
おいて、新株予約権を譲渡してはならないことを定め
ることができる。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

─ 63,114 ─ 1,277,498 ─ 1,021,210

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 63,114 63,114
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 63,114 ― ―

総株主の議決権 ― 63,114 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式４株(議決権４個)が含まれており

ます。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 342,000350,000333,000

最低(円) 301,000314,000310,000

(注)　株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビュー

を受けております。

なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査

法人から名称変更しております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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1【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,981,205 3,360,675

受取手形及び売掛金 1,934,391 1,995,436

製品 105,007 120,694

原材料 155,177 181,451

その他 40,665 77,565

流動資産合計 5,216,447 5,735,823

固定資産

有形固定資産 ※
 144,327

※
 136,124

無形固定資産 32,528 36,921

投資その他の資産

投資有価証券 1,396,775 1,307,653

その他 559,903 570,934

投資その他の資産合計 1,956,678 1,878,588

固定資産合計 2,133,534 2,051,633

資産合計 7,349,982 7,787,456

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 424,330 441,950

未払法人税等 196,652 479,925

賞与引当金 31,500 60,000

その他 98,433 84,155

流動負債合計 750,916 1,066,031

固定負債

役員退職慰労引当金 123,780 117,442

固定負債合計 123,780 117,442

負債合計 874,696 1,183,473

純資産の部

株主資本

資本金 1,277,498 1,277,498

資本剰余金 1,021,210 1,021,210

利益剰余金 4,363,900 4,276,893

自己株式 △241,806 －

株主資本合計 6,420,803 6,575,601

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 38,474 16,374

評価・換算差額等合計 38,474 16,374

新株予約権 16,008 12,006

純資産合計 6,475,285 6,603,982
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債純資産合計 7,349,982 7,787,456

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

15/25



(2)【四半期損益計算書】
　　【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 2,917,182

売上原価 2,137,498

売上総利益 779,683

販売費及び一般管理費 ※
 237,286

営業利益 542,396

営業外収益

受取利息 2,900

受取配当金 18,398

その他 2,835

営業外収益合計 24,134

営業外費用

その他 1,046

営業外費用合計 1,046

経常利益 565,484

税引前四半期純利益 565,484

法人税、住民税及び事業税 193,312

法人税等調整額 32,708

法人税等合計 226,021

四半期純利益 339,463
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 565,484

減価償却費 19,349

受取利息及び受取配当金 △21,298

売上債権の増減額（△は増加） 61,044

たな卸資産の増減額（△は増加） 41,961

仕入債務の増減額（△は減少） △17,619

その他 22,676

小計 671,598

利息及び配当金の受取額 21,298

法人税等の支払額 △471,250

営業活動によるキャッシュ・フロー 221,646

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △46,618

投資有価証券の取得による支出 △54,850

その他 △5,386

投資活動によるキャッシュ・フロー △106,854

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △241,806

配当金の支払額 △252,456

財務活動によるキャッシュ・フロー △494,262

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △379,470

現金及び現金同等物の期首残高 3,359,927

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,980,457
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

○会計処理基準に関する事項の変更

棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更

棚卸資産の評価基準について従来は、貴金属は低価

法、貴金属以外の製品・原材料・貯蔵品は原価法を採

用しておりましたが、当第１四半期会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、原

価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に

変更しております。

この変更に伴う影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※有形固定資産の減価償却累計額　　　　412,164千円※有形固定資産の減価償却累計額　　　　398,631千円

　

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の
とおりであります。

　　　給料手当 55,681千円

　　　賞与引当金繰入額 24,150千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額 6,337千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,981,205千円

　　　計 2,981,205千円

預入期間が３か月超の定期預金 △747 〃 

現金及び現金同等物 2,980,457千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成20年６月30日)及び当第１四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 63,114

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 731

　

　

３　新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期会計期間末残高　　16,008千円

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月18日
定時株主総会

普通株式
繰越利益
剰余金

252,456 4,000平成20年３月31日 平成20年６月19日

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当第１四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成20年４月23日開催の取締役会決議により、平成20年４月24日から平成20年６月11日の期間

において、市場から731株241,806千円の自己株式を取得いたしました。

この結果、当第１四半期会計期間において、株主資本合計が241,806千円の減少となっております。

なお、剰余金の配当については「４　配当に関する事項」に記載しております。
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(リース取引関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

前事業年度末に比べ、リース取引残高に著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期会計期間末(平成20年６月30日現在)

事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動がみとめられる

有価証券はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日現在）

事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動がみとめられる

デリバティブ取引はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　
当第１四半期会計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年６月30日）

１．ストック・オプションに係る当第１四半期会計期間における費用計上額及び科目名

　　（当第１四半期財務諸表への影響額に重要性があるもの）

該当事項はありません。

　

２．当第１四半期会計期間に付与したストック・オプションの内容

該当事項はありません。

　

３．当第１四半期会計期間におけるストック・オプションの条件変更

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当第１四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

関連会社が存在していないため記載しておりません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

103,542円28銭 104,445円56銭

　

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 6,475,285 6,603,982

普通株式に係る純資産額（千円） 6,459,277 6,591,976

差額の主な内訳（千円）
　新株予約権 16,008 12,006

普通株式の発行済株式数（株） 63,114 63,114

普通株式の自己株式数（株） 731 ─

１株当たり純資産額の算定に用いられた四
半期会計期間の普通株式の数（株）

62,383 63,114

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 5,403円92銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 5,401円97銭

　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 339,463

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 339,463

普通株式の期中平均株式数(株) 62,818

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用いられ
た四半期純利益調整額(千円)

─

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用いられ
た普通株式増加数(株)
（うち新株予約権）

23
(23)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式について前事
業年度末から重要な変動がある場合の概要

─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日本高純度化学株式会社(E01060)

四半期報告書

24/25



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月８日

日本高純度化学株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　原　　田　　恒　　敏　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　神　　山　　宗　　武　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　小　　野　　淳　　史　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

高純度化学株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第38期事業年度の第１四半期累計期間

(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期

損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本高純度化学株式会社の平成20年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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